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避難行動要支援者の避難方法等に関するアンケート調査 

集 計 結 果 

 

この調査は，令和元年５月１日現在，東海第二発電所のＰＡＺに位置する長砂

の避難行動要支援者名簿に登録のある方を対象でたものです。広域避難におい

て長砂の避難行動要支援者が「どのような行動をとるのか」また「どのような支

援が必要となるのか」，現時点の実態を把握するための調査となっています。 

 

○回答率について 

アンケート対象者数 ２６人 ※ 

回 答 数 ２６ 人 

回 答 率 １００ ％ 

※アンケート発送時，名簿登録者数は２７人であったが，うち１名が所在不明

のため集計には含めないこととした。 

 

○性別について 

性別 人数 割合 

男性 ９ ３４．６２％ 

女性 １７ ６５．３８％ 

合計 ２６  

 

 

 

【問１】同居している家族の人数 

本人を含む世帯人数 人数 割合 

１人 １４ 人 ５３．８５％ 

２人 ７ 人 ２６．９２％ 

３人 １ 人 ３．８５％ 

４人 ０ 人 ０ ％ 

５人 ２ 人 ７．６９％ 

６人 １ 人 ３．８５％ 

７人 １ 人 ３．８５％ 

男性

34.62

女性

65.38

男性

女性



【問２】避難手段について 

項目 人数 割合 

自家用車により自力で避難 ７人 ２６．９２％ 

家族，親戚と自家用車で避難 ４人 １５．３８％ 

自治体の用意するバス ７人 ２６．９２％ 

ストレッチャー仕様の福祉車両 ３人 １１．５４％ 

車イス仕様の福祉車両 ５人 １９．２３％ 

 

【問３】避難時の支援者の有無について 

項目 人数 割合 

自力で避難 ９人 ３４．６２％ 

家族，親戚に支援をお願いできる ３人 １１．５４％ 

市職員の支援が必要 ７人 ２６．９２％ 

近所の方，民生委員 ３人 １１．５４％ 

介護従事者（ヘルパー等） ２人 ７．６９％ 

医療従事者（医師・看護師等） ２人 ７．６９％ 

 

【問４】避難時に必要な機器について 

項目 人数 割合 

機器，器具は必要ない １３人 ５０％ 

必要だが，自分で用意できる ５人 ２３．０８％ 

担架やストレッチャーが必要 １人 ３．８５％ 

車イス ５人 ２３．０８％ 

その他 ２人 ７．６９％ 

 

【問５】避難先について 

項目 人数 割合 

千葉県四街道市（市避難先） ８人 ３０．７７％ 

親戚・知人宅 ５人 ２３．０８％ 

現時点ではわからない ８人 ３０．７７％ 

避難は難しい ５人 ２３．０８％ 

 

【問６】前問で「避難は難しい」と回答した理由について 

項目 人数 割合 

長時間の移動は身体に負担がかかる ０人 ０％ 

避難所での生活が不安である ２人 ４０％ 

その他 ３人 ６０％ 

 

【問７】原子力災害時の避難に関する意見・疑問点など（自由記述） 

・ 耳が聞こえにくく，防災行政無線の放送がよく聞こえない。また，歩行が困

難である。 

・ 集団避難をすることが嫌だ。 

・ 再稼働に反対である。 


